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第２　令和３年度予算の補正の概要について

１　補 正 予 算 の 概 要

【参考：新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態措置等の実施状況】

令和２年４月17日～令和２年５月21日　緊急事態措置（１回目）

令和３年１月14日～令和３年２月28日　緊急事態措置（２回目）

令和３年３月１日～令和３年３月21日　営業時間短縮要請 

※当初、３月14日までの要請 2補  であったが、３月21日まで延長（京都市外は３月７日まで） 

令和３年４月５日～令和３年４月24日　営業時間短縮要請 

※当初、４月21日までの要請 4.2専決  であったが、京都市内は４月12日からまん延防止等重点措置に移行

　京都市外（山城・乙訓地域のみ）は４月24日まで要請を延長

令和３年４月12日～令和３年４月24日　まん延防止等重点措置 

※ 当初、５月５日までの措置 4補①  であったが、国に対し、４月21日に緊急事態宣言の発出を要請し、４月25日から

緊急事態措置に移行 4補②  

令和３年４月25日～令和３年６月20日　緊急事態措置（３回目） 

※ 当初、５月11日までの措置であったが、国に対し、５月６日に期間延長を要請し、緊急事態措置を実施すべき期間が５月

31日まで延長 5補  。その後、再度の要請により６月20日まで延長 6補①②  

令和３年６月21日～令和３年７月11日　まん延防止等重点措置 6補③④  

令和３年７月12日～令和３年８月１日　営業時間短縮要請 7補  

※当初、京都市外は７月25日までの要請であったが、８月１日まで延長（京都市内は当初から８月１日までの要請）

令和３年８月２日～令和３年８月19日　まん延防止等重点措置 8補①  

令和３年８月20日～令和３年９月30日　緊急事態措置（４回目） 

※ 当初、９月12日までの措置 8補②  であったが、国の決定に基づき、緊急事態措置を実施すべき期間が９月30日まで

延長 9補①②  

令和３年10月１日～令和３年10月21日　営業時間短縮要請 9補③  

令和３年度の当初予算については、前回の「財政状況」に掲載しておりますが、その後、感

染拡大状況等を踏まえた緊急事態措置を実施すべき区域からの除外や４月12日からのまん延防

止等重点措置の適用、４月25日からの緊急事態措置の実施等に伴い、２月定例府議会における
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追加補正 2補  や２度の４月臨時府議会等 4.2専決、4補①②  により、飲食店における安全対

策の向上支援の実施や、営業時間短縮要請等に協力いただいた事業者に対する協力金（以下、

「協力金」という。）の増額、食関連産業をはじめとした各種産業の支援など、一般会計で計

524億500万円の予算補正を行いました。

また、５月臨時府議会では、緊急事態措置を実施すべき期間が５月31日まで延長されたこ

とを踏まえ、感染拡大防止の徹底を継続するとともに高齢者へのワクチン接種完了を円滑に

進めるための市町村支援、緊急事態宣言の影響を踏まえた事業者への支援、雇用対策や府民

生活等への支援などを講じるため、一般会計で469億7,800万円の予算補正 5補  を行いました。

高齢者のワクチン「早期接種」に向けた支援

高高齢齢者者ののワワククチチンン「「早早期期接接種種」」にに向向けけたた市市町町村村支支援援 443300百百万万円円

2

医師・看護師等で構成する接種チームを結成

① 府医師会と連携し、接種を担う医療従事者等を確保

接種会場へ府が直接派遣

② 府立施設等を接種会場として活用

市町村の接種会場確保を支援

③ 国設置の接種会場への送迎を支援

５月７日には、緊急事態措置を実施すべき期間が５月３１日ま

で延長され、府民や事業者の方々には、外出の自粛や施設の

使用制限などに御協力いただいているところ。

このような状況を踏まえ、感染拡大防止の徹底を継続すると

ともに高齢者へのワクチン接種完了を円滑に進めるための市

町村支援、緊急事態宣言の影響を踏まえた事業者への支援、

雇用対策や府民生活等への支援など緊急に必要となる経費を

計上する。

1

予算編成の基本方針

夜間に医師が常駐し療養者の病状の悪化に対応可能な体制を確保

監視モニターを設置することにより、健康状態を継続的に把握

宿宿泊泊・・自自宅宅療療養養者者へへのの支支援援強強化化 118800百百万万円円

宿泊・自宅療養者への支援強化

3

① 宿泊療養者の見守り体制の強化

② 自宅療養者等に対する訪問診療体制の拡充

訪問診療等が可能な医療機関等を増やし、京都市外にも体制を拡充

令令和和３３年年度度
５５月月補補正正予予算算
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事業者への緊急支援

4

旅旅館館・・ホホテテルル等等のの事事業業継継続続をを緊緊急急支支援援 550000百百万万円円

食食品品卸卸・・小小売売業業のの事事業業継継続続をを緊緊急急支支援援 4455百百万万円円

１施設あたり 補助額７５０万円を上限に支援

感染症対策（補助率１／２） 新たな事業の展開（補助率３／４）

サーモグラフィーの導入、
対策に要する専門家謝金など

非接触チェックインシステム導入、
ワーケーションスペース設置など

事業継続に繋がる共同事業（広報、共同発注、共同配送、販路開拓）等が対象

食品卸・小売事業者の組合に対し２００万円を上限に支援

文文化化団団体体等等のの活活動動継継続続をを緊緊急急支支援援 3355百百万万円円

公演等の活動を休止した団体等に対し、府内各地での発表機会を創出
会場や設備の使用料や消毒液等のコロナ対策経費を府が負担

府民生活等を支える緊急支援

6

府府民民生生活活等等へへのの緊緊急急支支援援 226622百百万万円円

① 食料品や食事提供等の支援

② 生活必需品の支援

③ ＩＣＴ化等の教育環境整備支援

【対象者】 ひとり親家庭等の子どもや親、大学生等

【内 容】 お米やお菓子、レトルト食品等の提供や食事の提供

【対象者】 ひとり親家庭等の子どもや親、大学生等

【内 容】 日用品（マスク、生理用品、トイレットペーパー等）の提供

【対 象】 大学等

【内 容】 オンライン授業に要するWi-Fiルーターの貸出等

その他

8

休休業業・・時時短短のの要要請請にに協協力力ししてていいたただだいいたた事事業業者者へへのの支支援援 3344,,990044百百万万円円

＜飲食店等＞

１店舗あたり、休業・時短要請に応じた１日あたり、

事業規模（売上高）に応じた支給額（店休日を除く）

生生活活福福祉祉資資金金貸貸付付原原資資のの積積みみ増増しし 1100,,229900百百万万円円

＜大規模商業施設等＞（延床面積1,000㎡超）

１施設・店舗あたり、休業・時短要請に応じた1日あたり、

事業規模（休業面積）及び営業短縮時間に応じた支給額
（店休日を除く）

店舗（百貨店など） 休業面積１，０００㎡毎に２０万円/日（※）
入居店舗・テナント 休業面積１００㎡毎に２万円/日（※）

※営業時間短縮の場合は、「短縮した時間／本来の営業時間」を乗じた額

緊急雇用対策

ココロロナナ禍禍でで増増加加すするる離離職職者者等等をを緊緊急急支支援援 331177百百万万円円

〇 雇用型訓練による就労支援

〇 離職者のキャリアチェンジや企業の事業多角化等支援

求職者
向 け

正規雇用を望む方 京都未来塾を引き続き開講（第５期）

専門業種を望む方 専門職種の団体等が就職希望者に行う訓練等を支援

短期雇用を望む方
将来、観光関連業界に復帰したい方の

人手不足業界への短期雇用を支援

受入企業
向 け

離職者の受入れを行った中小企業が行う就労環境改善を支援
（就労環境改善のための設備導入、就業規則等の変更 など）

求 職 者
向 け

離職者のキャリアアップやキャリアチェンジにより再就職を支援

受入企業
向 け

事業主のニーズの高い分野への転換や進出、多角化を支援
5

府民生活等を支える緊急支援

電話相談対応を１人から２人に拡充、オンライン相談にも対応

多様化・深刻化する女性からの相談に対応するため相談体制を強化

相談者の不安を解決するための支援

民間団体の専門性を活用した無料カウンセリングの実施

相談者に継続的なアプローチで寄り添う伴走支援の実施

伴走支援を行う人材の育成も合わせて実施

コロナ禍で様々な困難・課題を抱える女性に対する支援を強化

ココロロナナ禍禍でで困困難難・・課課題題をを抱抱ええるる女女性性へへのの緊緊急急支支援援 1155百百万万円円

7

9

予算の規模

令令和和３３年年度度 現現計計予予算算

11,,008877,,448844百百万万円円 令令和和３３年年度度

補補正正後後予予算算額額

11,,113344,,446622百百万万円円令令和和３３年年度度５５月月補補正正予予算算

4466,,997788百百万万円円
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緊急事態措置を実施すべき期間が６月20日まで再延長されたことに伴い６月臨時府議会を招

集し、協力金の支給やワクチン接種を加速させるための支援の強化など、一般会計で313億

7,100万円の予算補正 6補①  を行うとともに、６月定例府議会において、緊急事態宣言下に

おける中小企業をはじめとする事業者支援や府民の安心確保、６月21日の緊急事態措置の実

施区域からの解除及びまん延防止等重点措置への移行に伴う協力金の支給、高齢・障害者施

設の従事者等に対する集中的なPCR検査の実施や感染症対策に取り組む飲食店への支援等を

講じるため、一般会計で計310億9,700万円の予算補正 6補②③④  を行いました。

中小企業等への支援強化

中中小小企企業業ののレレベベルルアアッッププやや販販路路開開拓拓等等ををパパッッケケーージジでで支支援援 660088百百万万円円

①① 組合による中小企業のレベルアップを支援

②② 中小企業が行う販路開拓や生産性向上等の取組を支援 上限８０万円
（補助率1/2ほか)

上限５０万円
（補助率4/5）

「新型コロナウイルス感染症危機克服会議」の提言（最終案）である「価値創造
型産業の育成」や「多様な交流によるイノベーションの誘発と京都産業の深化」
を踏まえ、新たなビジネスモデルの創出や販路開拓等をパッケージで支援

(事業例)
・ライブコマースを実施するための決済システム導入
・新事業展開のための店舗改装や設備導入 等

１．事業者への個別支援

2

(事業例)
・専門家を活用した国庫補助金等の獲得やPOSTコロナに向けた経営改善計画の策定 等

緊急事態措置を実施すべき期間が６月２０日まで

延長され、引き続き、感染拡大防止の徹底を図って

いくこととしたところ。

このような状況を踏まえ、厳しい状況にある中小企

業をはじめとする事業者の皆様への支援を強化する

とともに、府民の安心確保などに緊急に必要となる経

費を計上する。

1

予算編成の基本方針

中小企業等への支援強化

②② 伝統産業の海外販路開拓に向けた商品開発等への支援

①① 複数企業による販路開拓や新事業展開等への支援 上限５００万円
（補助率2/3）

上限５００万円
（補助率3/4）

3

（事業例)
・食品製造事業者が共同で通販事業を立ち上げ
・酒蔵と和菓子屋が共同で酒米を用いた新商品を開発 等

（事業例)
・デザイナーと連携した海外向け新商品のWEBテストマーケティング
・新しいライフスタイルに適応した新商品づくり 等

２．事業者連携への支援

（伴走支援の内容) ・多様な交流を生み出す多彩な人材による新たなビジネスモデルの
創出や企業間の連携に対する伴走支援

３．危機克服会議委員をアドバイザリーボードに据えた伴走支援

中中小小企企業業ののレレベベルルアアッッププやや販販路路開開拓拓等等ををパパッッケケーージジでで支支援援（（つつづづきき））

令令和和３３年年度度
６６月月補補正正予予算算
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まん延防止等重点措置は解除したものの、引き続き営業時間の短縮を要請したことから、７

月臨時府議会において協力金の支給に係る経費を一般会計で131億1,700万円を予算補正 

7補  したほか、その後の感染急拡大を踏まえたまん延防止等重点措置の適用に伴い８月６日

に招集した８月臨時府議会では、ワクチン早期接種の取組や患者受入体制を強化するととも

に、酒類提供の制限を伴う営業時間短縮要請の長期化により疲弊している中小飲食事業者に対

する支援など、一般会計で274億4,900万円の予算補正 8補①  を行いました。

5

予算の規模

令令和和３３年年度度 現現計計予予算算

11,,116655,,883333百百万万円円 令令和和３３年年度度

補補正正後後予予算算額額

11,,116699,,669966百百万万円円令令和和３３年年度度６６月月補補正正予予算算

（（６６月月１１７７日日提提案案分分））

33,,886633百百万万円円

無利子融資の利子補給費用の積み増し 11,,550000百百万万円円

府民の安心確保等

地域公共交通の安心確保に対する支援 8888百百万万円円

府指定文化財等の所有者に対する支援 2244百百万万円円

4

乗乗合合ババススのの車車内内密密度度等等にに配配慮慮ししたた運運行行やや京京都都丹丹後後鉄鉄道道のの運運行行をを支支援援

収収入入がが減減少少ししたた所所有有者者がが実実施施すするる保保存存修修理理をを支支援援

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金（仮称）の給付 6677百百万万円円

特特例例貸貸付付（（緊緊急急小小口口資資金金等等））のの限限度度額額にに達達ししたた困困窮窮世世帯帯へへのの支支援援

入院医療費等の公費負担費用の積み増し 11,,449955百百万万円円

医療・療養体制確保のための支援強化 8811百百万万円円

回回復復後後もも療療養養・・介介護護がが必必要要なな患患者者のの受受入入にに対対ししてて、、協協力力金金をを支支給給

（（支支給給対対象象にに老老健健施施設設等等をを追追加加））

新型コロナウイルス感染症の急拡大を受け、８月２

日から京都府にまん延防止等重点措置が適用され、

厳しい感染拡大防止の対策に取り組んでいるところ。

このような状況を踏まえ、ワクチン早期接種の取組み

や患者受入体制を強化するとともに、酒類提供の制限

を伴う営業時間短縮要請の長期化により、疲弊している

中小飲食事業者に対する支援など緊急に必要となる経

費を計上する。

1

予算編成の基本方針

令令和和３３年年度度
８８月月補補正正予予算算
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８月20日からの緊急事態措置の実施に伴う８月27日の８月臨時府議会において、協力金の支

給や医療・療養体制の確保など、一般会計で410億5,600万円の予算補正 8補②  を行うととも

に、９月定例府議会において、宿泊事業者をはじめとした事業者への緊急的な支援やワクチ

ンの早期接種の促進、保育所等の感染予防対策への支援強化を実施するととともに、小売・

サービス業や稲作農家等への緊急支援、医療従事者への支援など、緊急的に必要な施策を講

じるため、一般会計で471億4,100万円の予算補正 9補①②③  を行いました。

4

予算の規模

令令和和３３年年度度 現現計計予予算算

11,,221100,,004477百百万万円円 令令和和３３年年度度

補補正正後後予予算算額額

11,,223377,,449966百百万万円円
令令和和３３年年度度８８月月補補正正予予算算

2277,,444499百百万万円円

飲食事業者等への緊急支援

中中小小飲飲食食事事業業者者がが行行うう売売上上確確保保のの取取組組みみをを支支援援 222200百百万万円円

3

料料理理人人やや生生産産者者等等がが協協力力すするる需需要要喚喚起起のの取取組組みみをを支支援援 112200百百万万円円

京のブランド産品等を使用した「京の涼風膳（※）」を１万食追加販売

セット総額２万円相当の商品を１万円で販売

飲食事業者や卸売事業者の厳しい経営状況を踏まえ、
中小飲食事業者が行う宅配事業により売上げを確保する取組みを支援

上限１０万円 （中小企業者） 上限５万円（小規模事業者）

（補助対象例)宅配事業に必要な配送費、容器購入費、宅配代行の初期登録費など

※ 季節の御膳／ミールキット／鍋セット、京の酒、京漬物、宇治茶のセット

時時短短のの要要請請にに協協力力ししてていいたただだいいたた事事業業者者へへのの協協力力金金等等 2255,,559944百百万万円円

ワクチン早期接種と患者受入体制の強化

ワワククチチンンのの早早期期接接種種促促進進 11,,225500百百万万円円

2

市町村を後押しし、府民のワクチン接種を促進するため、
大規模接種会場を３ヶ所程度設置予定

酸酸素素投投与与スステテーーシショョンン（（仮仮称称））のの設設置置 226655百百万万円円

搬送先が直ちに決まらない場合に、一時的に酸素投与等の措置を行う

酸素投与ステーション（仮称）を設置

設置場所 島津アリーナ京都（府立体育館）

実施内容 酸素投与、投薬、点滴など
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令令和和３３年年度度
９９月月補補正正予予算算案案

事業者等への緊急支援

2

旅旅館館・・ホホテテルル等等のの事事業業継継続続をを緊緊急急支支援援 55,,444466百百万万円円

外外食食需需要要減減少少のの影影響響をを踏踏ままええたた仲仲卸卸組組合合等等へへのの緊緊急急支支援援 2200百百万万円円

宿泊施設事業継続緊急支援事業費補助金を大幅に積み増し

感染拡大防止対策等の取組について二次募集を実施

京京都都観観光光のの拠拠点点ととななるる宿宿泊泊施施設設のの安安心心安安全全対対策策等等をを強強力力にに後後押押しし

オンラインマルシェの開催により農林水産物や加工品等の販売支援

深深刻刻なな打打撃撃をを受受けけてていいるる仲仲卸卸組組合合等等にに販販売売機機会会をを提提供供

そ の 他

歴歴史史的的建建造造物物のの保保存存継継承承 112266百百万万円円
（（債債務務負負担担行行為為333355百百万万円円））

4

重要文化財建造物の所有者からの受託による保存修理を実施
重要文化財
平野神社本殿
（京都市北区）

屋根葺替・部分修理

重要文化財
清風荘正門ほか２棟

（京都市左京区）

屋根葺替・部分修理

重要文化財
八坂神社蛭子社本殿ほか１棟

（京都市東山区）

屋根葺替・塗装修理等

生生活活福福祉祉資資金金のの貸貸付付原原資資のの積積みみ増増しし 33,,003300百百万万円円

障障害害者者のの就就労労支支援援事事業業にに対対すするる支支援援 4488百百万万円円

雇用調整助成金の対象とならない就労継続支援Ｂ型事業所等での工賃の減少分を助成

新型コロナウイルス感染症の急拡大を受け、８月２０

日から緊急事態措置を実施し、引き続き、厳しい感染

拡大防止対策に取り組んでいるところ。

このような状況を踏まえ、緊急対策として、宿泊事業

者や仲卸事業者のほか、コロナ禍における最低賃金の

引上げにより影響を受ける中小企業や、８月の長雨等

により影響を受けた農業者に対する支援等を実施する

ために必要な経費を計上する。

1

予算編成の基本方針

事業者等への緊急支援

ココロロナナ禍禍のの最最低低賃賃金金引引上上げげでで特特にに大大ききなな影影響響をを受受けけるる事事業業者者支支援援 110000百百万万円円

3

収益改善に繋がる取組や機器購入等を後押し

ココロロナナ禍禍とと長長雨雨等等のの影影響響でで厳厳ししいい経経営営環環境境ににああるる農農業業者者等等支支援援 5500百百万万円円

農業者等の生産回復・経営再開に向けた取組を後押し

中小企業等が最低賃金引上げを円滑に行えるよう事業継続を支援

（想定例） 観光地の土産物屋：非接触会計システムの導入による決済事務の効率化

商店街の小売店 ：自動包装機の導入により作業工程を自動化

８月の長雨等の影響を受けた農業者等を支援

（想定例） 生産回復支援：追加施肥やまき直し等の費用助成、次年産種子の確保

経営再開支援 ：土砂撤去、機械修繕など経営の再開に必要な経費の助成

5

予算案の規模

令令和和３３年年度度 現現計計予予算算

11,,227788,,555522百百万万円円 令令和和３３年年度度

補補正正後後予予算算額額

11,,228877,,337722百百万万円円令令和和３３年年度度９９月月補補正正予予算算

88,,882200百百万万円円
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令令和和３３年年度度
９９月月補補正正予予算算

（（追追加加提提案案））

事業者緊急支援等

幅幅広広いい中中小小事事業業者者をを支支ええるる
｢｢京京のの小小売売・・ササーービビスス応応援援ククーーポポンン（（仮仮称称））｣｣のの発発行行 11,,000000百百万万円円

１万２千円のクーポン券を１万円で販売予定（府民限定）

中小企業者が運営する府内の小売・サービス等の店舗

幅幅広広いい事事業業者者をを対対象象ととしし、、府府内内経経済済をを温温めめるる

業種別ガイドラインに基づく感染防止対策実施店舗

2

募募集集
対対象象店店舗舗

利用可能店舗を募集し、公表予定

事業者緊急支援等

ココロロナナ禍禍ででのの米米価価下下落落にに対対すするる生生産産者者等等へへのの緊緊急急支支援援 110000百百万万円円

稲作農家による販路開拓等や流通事業者による販売先確保を支援

伝伝統統産産業業事事業業者者がが新新たたにに取取組組むむ需需要要開開拓拓等等をを緊緊急急支支援援 3300百百万万円円

ササブブススククリリププシショョンンビビジジネネススをを行行ううたためめのの新新商商品品試試作作（（食食器器、、イインンテテリリアア等等））等等

府内産地組合や事業者が行う新規ビジネスモデル構築や需要開拓を支援

≪≪稲稲 作作 農農 家家≫≫ 直直売売用用資資材材のの作作製製、、加加工工品品開開発発、、輸輸送送費費等等

≪≪流流通通事事業業者者≫≫ 商商談談会会出出展展料料、、商商品品紹紹介介資資料料作作製製、、ササンンププルル作作製製等等

支支援援
対対象象例例

4

時時短短のの要要請請にに協協力力ししてていいたただだいいたた事事業業者者へへのの協協力力金金等等 1122,,667766百百万万円円

支支援援
対対象象例例

1

予算編成の基本方針

９月末で緊急事態宣言は解除されたが、感染リス

クの低減を図りながら、社会経済活動の回復に向け

た取組みを進めることが必要である。

今回の補正予算案においては、これまでの緊急事

態措置等の長期化の影響により厳しい状況にある

小売り・サービス業、稲作農家等への緊急支援や医

療現場を支えていただいている医療従事者等への

支援に必要となる経費を追加計上する。

感染リスクの低減を図りながら社会経済活動の回復を図ることが必要

観
光

3

きょうと魅力再発見旅プロジェクト（府民に対する府内観光の割引販売）

府内経済を温める需要喚起策の段階的な実施

行動制限の緩和に向け、感染状況に応じた段階的な需要喚起策を実施

飲
食

安心・安全な京の飲食店応援クーポン

※※ 京京都都ＧＧｏｏＴＴｏｏＥＥａａｔｔキキャャンンペペーーンンににつついいててもも、、既既発発行行ククーーポポンンのの利利用用再再開開やや新新規規ククーーポポンン発発行行をを検検討討

１１００月月５５日日（（火火））かからら参参加加宿宿泊泊事事業業者者やや旅旅行行業業者者等等のの募募集集をを開開始始

１１００月月１１２２日日（（火火））かからら店店舗舗ででののラランンチチ利利用用（（11:00～～15:00））ににもも拡拡大大

※※ 府府民民向向けけのの割割引引販販売売開開始始日日はは、、改改めめてておお知知ららせせししまますす

医療従事者等支援

5

新新型型ココロロナナ応応援援寄寄附附金金をを活活用用ししたた医医療療従従事事者者等等支支援援 220000百百万万円円

従従事事職職員員へへのの慰慰労労金金のの支支給給

休休憩憩室室のの備備品品のの充充実実ななどどリリフフレレッッシシュュ環環境境のの整整備備 等等

新型コロナウイルス感染症対策応援寄附金
これまでに、１，２４３件・約５億円の心温まるご寄附

（１０月４日現在）

新型コロナウイルス感染症患者の受入病院へ応援金を支給

ごご寄寄附附ををいいたただだいいたた皆皆様様にに改改めめてて心心かからら感感謝謝しし、、

新新たたにに医医療療従従事事者者等等へへのの支支援援にに活活用用ささせせてていいたただだききまますす

第第５５波波をを乗乗りり越越ええるるたためめににごご尽尽力力いいたただだいいたた医医療療従従事事者者等等のの方方々々ををねねぎぎららうう

＜＜受受入入病病院院にによよるる応応援援金金をを活活用用ししたた医医療療従従事事者者等等へへのの支支援援想想定定例例＞＞
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6

予算の規模

令令和和３３年年度度 現現計計予予算算

（（９９月月議議会会既既提提案案分分含含むむ））

11,,331111,,663366百百万万円円 令令和和３３年年度度

補補正正後後予予算算額額

11,,332255,,669933百百万万円円令令和和３３年年度度９９月月補補正正予予算算

（（追追加加提提案案分分））

1144,,005577百百万万円円
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２　府 債 及 び 一 時 借 入 金

令和３年度における府債借入限度額として、当初予算で、一般会計1,382億8,100万円、特別

会計1,146億5,435万円、合計2,529億3,535万円を計上しました。

なお、令和２年度末の府債の残高は、一般会計及び特別会計を合わせて２兆3,820億9,501万

円でありました。この結果、令和３年度末の府債の現在高見込額は、一般会計２兆4,072億

4,465万円、特別会計339億3,650万円、合わせて２兆4,411億8,115万円となっています。

また、一時借入金は、1,200億円を最高限度として借り入れができることとなっています。

■ 平成10年度には、ピーク時500億円の一時借入れを実行しまし
たが、15年度以降借入実績はありません。

億円

600

500

400

300

200

100

0

25.0%

20.0%

15.0%

10.0%

5.0%

0.0%

-5.0%

-10.0%

-15.0%

-20.0%

ピーク時の借入額 （左：億円）

標準財政規模に対する割合 （右：％）

H元 ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ R元 R2


